
　通常の学級に在籍する障害のある児童生徒のうち、教室環境の整備や教材･教具の工夫だけでは、落

ち着いて学校生活を過ごすことや学力の定着を図ることが難しい児童生徒がいます。そのような児童生

徒に対して、各教科等の指導の他に、学習場面や生活場面で生じる困難を改善･克服するために、障害

に応じた特別の指導を「通級指導教室」（以下、通級）といった特別な場で受ける指導形態があり、そ

れを、「通級による指導」と呼びます。対象となる児童生徒の在籍校に設置されている通級で学ぶ場合

を「自校通級」といいます。また、他校にある通級に通って指導を受ける場合を「他校通級」、児童生

徒の在籍校に通級指導教室担当の先生(以下、通級担当教員)が巡回して指導を行う場合を「巡回指導」

といいます。通級は、多様な学びの場の一つとして重要な役割をもっています。
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　口蓋裂、構音器官のまひ等器質的又は機能的な構音障害のある者、吃音等話し言葉における
リズムの障害のある者、話す、聞く等言語機能の基礎的事項に発達の遅れがある者、その他こ
れに準じる者（これらの障害が主として他の障害に起因するものではない者に限る。）で、通常
の学級での学習におおむね参加でき、一部特別な指導を必要とする程度のもの 

　通級による指導を受ける児童生徒は、在籍校の教育課程に基づき、各教科等の授業を受けることが前

提となります。その上で、通級による指導を受けるために、特別の教育課程によることができるとされ

ており、在籍校校長の権限において特別な教育課程を編成します。他校で受けた指導でも、自校で行っ

た授業とみなすことができるのです。なお、他校通級の場合においても、教育課程の編成については、

在籍校が責任をもって行うことに留意する必要があります。

　特別の教育課程を編成する際、障害に応じた特別の指導を、在籍校の教育課程に「加える」、又は

「その一部に替える」という二つの方法があります。

　「加える」場合は、放課後等に行うため、基本的には通常の学級の授業を抜けることはありません。

「その一部に替える」場合は、通常の学級の授業を抜けて、通級による指導を受けることになります。

そのため、抜けた部分の学習を補う工夫（宿題や放課後に補習を行う等）が必要となります。ただし、

いずれの場合も、児童生徒に過度な負担がかからないように留意する必要があります。

　中学生になると、通級においても、将来を見据え
た目標をもてるよう自尊感情や自己肯定感を高める
指導が大切です。自己理解を深め、「できないこと」
に対応できる方法を身に付けることが必要です。ア
セスメントを基に、本人、保護者、通常の学級担任
と話し合い、教育課程を編成します。通級で学んだ
ことが通常の学級で発揮できるよう、教科担当との
連携は必須です。少しずつよい結果が現れることで、
生徒も自信をもち、笑顔が増えます。通級による指
導は生徒の成長を身近で感じることができる、魅力
的な教育です。
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